
オークランド

日
本
か
ら
南
に
約
９
，０
０
０
ｋ
ｍ

離
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）

は
、
北
島
と
南
島
の
２
つ
の
主
要
な
島

か
ら
構
成
さ
れ
、
気
候
は
ほ
ぼ
全
土
が

西
岸
海
洋
性
気
候
に
含

ま
れ
て
お
り
、
夏
は
涼

し
く
、
冬
は
強
烈
な
寒

波
も
な
い
。
１
年
を
通

し
て
温
暖
な
気
候
で
あ

る
が
、
両
島
と
も
３
，０

０
０
ｍ
級
の
高
山
が
連

な
り
、
有
名
な
ス
キ
ー

場
が
点
在
す
る
。
農
業

ニュージーランドにおける
リンゴ生産・輸出動向

●ニュージーランド“概況”
面　積：268,000㎡（日本の約７割）
人　口：約480万人
・首　　都　ウェリントン（ 40万人）
・最大都市　オークランド（160万人）

※全体的に温暖な気候に恵まれており、北半球と
は季節が逆になるニュージーランドは12月から
２月が夏にあたる

特　集

街では日本車が多く走っていた

NZ最大のりんご産地
ホークスベイ
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に
つ
い
て
は
酪
農
や
畜
産
が
盛
ん
で
あ

り
、
近
年
、
果
樹
や
青
果
物
の
栽
培
に

も
力
を
注
い
で
い
る
と
い
う
。

Ｎ
Ｚ
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
栽
培
面
積
は
、

２
０
０
７
年
の
８
，７
７
０
ha
か
ら

２
０
１
２
年
に
は
８
，２
６
０
ha
と
減

少
し
た
も
の
の
、
２
０
１
７
年
に
は
９
，

１
６
０
ha
と
増
え
て
い
る
。
こ
の
栽
培

面
積
は
本
県
の
結
果
樹
面
積
１
９
，９

０
０
ha
（
Ｈ
28
農
林
水
産
統
計
）
と
比

較
す
る
と
46
％
し
か
な
い
。
一
方
、
生

産
量
は
52
万
ト
ン
で
本
県
の
生
産
量
を

上
回
っ
て
い
る
。
一
反
歩
当
た
り
の
収

穫
量
を
比
較
す
る
と
本
県
の
2.5
倍
（
5.7

ｔ
）
と
な
る
か
ら
驚
き
だ
。
品
種
は
ロ

イ
ヤ
ル
ガ
ラ
が
28
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
ブ
レ
ー
バ
ー
ン
16
％
、
ふ
じ
10
％
、

ジ
ャ
ズ
10
％
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ク
ィ
ー

ン
８
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
４

８
０
万
人
と
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
少

な
い
農
業
国
と
し
て
、
リ
ン
ゴ
産
業
の

生
き
残
り
戦
略
は
、
北
半
球
の
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
に
収
穫
期
を
迎
え
る
利
点
を
最
大

の
武
器
と
し
た
輸
出
で
あ
り
、
そ
の
量

は
年
間
約
34
万
ト
ン
で
生
産
量
の
約
60

％
を
占
め
る
。
輸
出
国
は
２
０
１
７
年

で
イ
ギ
リ
ス
を
主
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

北
米
、
ア
ジ
ア
市
場
な
ど
65
か
国
に
も

及
ぶ
。
最
近
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

肥沃な土壌、豊富な水資源に恵まれたりんご栽培の最適地

パシフィックローズ

大自然に広がるリンゴ園（T&G社）

SSはトラクター牽引の
2,000ℓ

歌を歌いながら
陽気に収穫する作業員
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ス
を
有
し
、
世
界
の
主
産
国
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
最
近
の
育
成
品
種
は
、
ス

ウ
ィ
ー
テ
ィ
、
レ
モ
ネ
ー
ド
、
ロ
キ
ッ

ツ
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
、
ス
ミ
ッ
テ
ン
、

ダ
ズ
ル
の
６
品
種
で
あ
る
。

品
種
の
説
明
の
後
、
リ
ン
ゴ
の
早
生

の
選
抜
系
統
、
ス
ミ
ッ
テ
ン
、
ダ
ズ
ル
、

種
間
雑
種
の
ナ
シ
を
試
食
し
た
。
早
生

の
選
抜
系
統
は
、
ガ
ラ
よ
り
２
週
間
早

い
系
統
で
、
食
味
は
や
や
淡
泊
だ
っ
た

が
、
果
肉
が
硬
く
、
着
色
は
良
好
。
ス

ミ
ッ
テ
ン
は
果
肉
が
硬
く
、
ち
密
で
、

甘
酸
適
和
で
早
生
系
統
よ
り
味
は
濃
厚
。

ダ
ズ
ル
は
少
し
収
穫
が
早
い
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
大
玉
で
甘
味
が
強
く
ア

ジ
ア
向
け
品
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て

く
る
と
、
有
袋
ふ
じ
の
脅
威
に
な
る
と

思
わ
れ
た
。

チ
リ
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
南
半
球
の
リ

ン
ゴ
生
産
国
と
の
輸
出
競
争
に
加
え
、

鮮
度
保
持
剤
ス
マ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

普
及
拡
大
に
よ
り
長
期
貯
蔵
が
可
能
と

な
っ
た
北
半
球
産
リ
ン
ゴ
と
の
販
売
競

争
が
激
化
し
て
い
る
。
リ
ン
ゴ
生
産
地

域
は
、
北
島
の
ホ
ー
ク
ス
ベ
イ
地
域
の

Ｔ
＆
Ｇ
社

Ｔ
＆
Ｇ
社
の
栽
培
面
積
は
８
５
０
ha

（
北
島
に
７
０
０
ha
、
南
島
に
１
５
０

ha
）、
２
０
２
５
年
に
は
１
，３
０
０
ha

ま
で
拡
大
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

ま
た
、
Ｔ
＆
Ｇ
社
は
ホ
ー
ク
ス
ベ
イ
地

域
に
２
か
所
、
ネ
ル
ソ
ン
に
１
か
所
の

選
果
こ
ん
包
施
設
、
セ
ン
ト
ラ
ル
オ
タ

ゴ
地
域
に
８
２
，０
０
０
㎡
の
敷
地
面

積
を
持
つ
冷
蔵
施
設
を
有
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｚ
国
内
複
数
地
域
に
施
設
を
持
つ
国

内
唯
一
の
輸
出
業
者
で
あ
る
。

Ｔ
＆
Ｇ
社
の
取
扱
い
の
う
ち
、
40
％

を
ジ
ャ
ズ
、
エ
ン
ヴ
ィ
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
シ
リ
ー
ズ
が
占
め
、
残
り
は
ブ
レ
ー

バ
ン
、
ガ
ラ
、
ふ
じ
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ

等
と
な
っ
て
い
る
。

園
地
視
察

園
地
は
主
に
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
向
け

の
輸
出
園
地
と
し
て
管
理
し
て
お
り
、

品
種
は
樹
齢
８
〜
９
年
生
の
MM
．１
０
６

台
を
利
用
し
た
キ
ク
（
着
色
系
ふ
じ
）

と
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
を
栽
植
し
て
い
る
。

栽
培
面
積
は
20
ha
、
反
収
は
キ
ク
９
ト

ン
／
10
ａ
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
10
ト
ン
／

ほ
か
、
南
島
の
ネ
ル
ソ
ン
、
オ
タ
ゴ
地

域
で
あ
る
が
、
今
回
訪
れ
た
ホ
ー
ク
ス

ベ
イ
は
全
国
の
栽
培
面
積
の
う
ち
61
％

を
占
め
る
最
大
の
産
地
で
あ
る
。

Plant & Food Research

社

Plant & Food Research

社
は
リ
ン

ゴ
と
ナ
シ
を
中
心
と
し
た
新
品
種
の
開

発
や
耐
病
性
、
生
育
管
理
な
ど
に
つ
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
０
９
年

に
２
つ
の
国
立
研
究
所
が
合
併
に
よ
り

法
人
化
さ
れ
た
。
研
究
予
算
は
国
が
40

％
支
出
し
、
そ
の
ほ
か
は
ジ
ャ
ズ
・
エ

ン
ヴ
ィ
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
収
入
と
企
業
か
ら
拠
出
さ
れ
る
品

種
育
成
資
金
な
ど
で
賄
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｚ
の
リ
ン
ゴ
産
業
は
輸
出
が
主
体

で
あ
り
、Plant & Food Research
社

に
お
け
る
リ
ン
ゴ
の
育
種
目
標
は
、
輸

出
先
の
嗜
好
に
合
っ
た
品
種
を
育
成
す

る
こ
と
に
あ
り
、
食
味
・
大
き
さ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
耐
病
性
（
黒
星
病
・

う
ど
ん
こ
病
・
火
傷
病
・
ワ
タ
ム
シ
）、

赤
肉
品
種
等
の
育
成
に
つ
い
て
も
行
っ

て
い
る
。

Plant & Food Research

社
が
開
発

し
た
ジ
ャ
ズ
、
エ
ン
ヴ
ィ
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ロ
ー
ズ
は
、
Ｔ
＆
Ｇ
社
が
ラ
イ
セ
ン

左から新品種（名前なし）、スミッテン、チェリッシュ、レモネード、ダズル、ジャズ、黒
星耐性品種（名前なし）

大玉で甘味の強い「ダズル」
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ヴ
ィ
・
ブ
レ
ー
バ
ン
に
つ
い
て
は
カ
ル

シ
ウ
ム
欠
乏
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
策
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

収
穫
は
３
回
に
分
け
て
選
り
も
ぎ
を
実

施
し
て
い
る
が
、
極
端
に
着
色
不
良
な

果
実
は
そ
の
ま
ま
樹
冠
下
に
落
と
す
。

労
働
力
は
南
太
平
洋
地
域
か
ら
の
出

稼
ぎ
に
よ
り
確
保
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｚ
で

は
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
出
稼
ぎ
労
働
者
に
６

〜
７
ヶ
月
の
就
労
ビ
ザ
を
発
行
し
て
い

る
。
Ｔ
＆
Ｇ
社
で
は
労
働
力
の
確
保
に

あ
た
り
、
渡
航
費
用
の
半
分
を
助
成
す

る
ほ
か
、
住
居
の
手
配
・
勤
務
地
（
園

地
や
選
果
場
）
へ
の
送
迎
等
を
行
う
。

Ｎ
Ｚ
に
お
け
る
最
低
賃
金
は
15
．75
NZ

＄
／
ｈ（
約
１
，３
０
０
円
／
時
間
）（
２

10
ａ
で
あ
る
。
近
年
は
MM
．１
０
６
台

の
半
わ
い
化
栽
培
が
樹
の
巨
大
化
な
ど

に
よ
り
栽
培
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
改
植
・
新
植
は
Ｍ
．９
台
に
よ
る
高

密
植
わ
い
化
栽
培
に
転
換
し
て
い
る
。

栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
受
粉
は
養
蜂

業
者
と
契
約
し
た
ミ
ツ
バ
チ
受
粉
と

し
、
摘
花
・
摘
果
剤
を
使
用
す
る
ほ
か

人
手
に
よ
る
摘
果
も
実
施
し
て
い
る
。

薬
剤
散
布
は
９
〜
４
月
に
か
け
て
実
施

し
て
お
り
、
特
に
開
花
〜
幼
果
期
の
９
〜

10
月
に
か
け
て
は
間
隔
を
狭
め
て
行
う
。

12
月
以
降
は
14
日
間
隔
で
散
布
を
行
う
。

ま
た
、
果
実
肥
大
期
と
な
る
10
〜
５
月

に
か
け
て
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
散
布
を
実
施

し
て
い
る
が
、
特
に
ジ
ャ
ズ
・
エ
ン

 社

新品種に向けて様々な視点から研究

育種などについて説明する研究者

新たに開発した樹形“スーパーオーチャード”
（ロボット収穫対応樹形）

基部は主枝２本を樹列間方向へ
水平に開く

生産・販売・輸出を担う最大手T&G社

T&G社とのマーケティング会議の様子

輸出を念頭に入れた品種開発が進む
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０
１
８
年
４
月
か
ら
さ
ら
に
上
昇
し

16
．５
NZ
＄
／
ｈ
（
約
１
，３
５
０
円
／

時
間
）
と
な
る
）
で
あ
る
が
、
収
穫
作

業
に
携
わ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
35
NZ

＄
／
４
０
０
㎏
（
１
ビ
ン
）（
約
２
，

８
０
０
円
）
の
取
れ
高
制
を
と
っ
て
お

離
３
ｍ
×
1.4
ｍ
）
さ
れ
た
、
50
ha
の
エ

ベ
ッ
ト
園
地
を
視
察
し
た
。

品
種
は
ガ
ラ
、
ジ
ャ
ズ
、
エ
ン
ヴ
ィ

で
あ
り
、
台
木
は
す
べ
て
Ｍ
．９
Ｔ
３
３

７
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
収
穫
に
対
応
し
た
園

地
と
す
る
た
め
に
、
２
次
元
平
面
仕
立

て
の
樹
形
と
し
て
い
る
。
こ
の
樹
形
は

地
上
お
よ
そ
60
㎝
よ
り
上
か
ら
18
イ
ン

チ
（
45
．７
㎝
）
ご
と
に
ト
レ
リ
ス
を

８
段
配
置
し
、
そ
こ
に
側
枝
を
結
わ
え

る
こ
と
で
完
成
さ
れ
る
が
、
側
枝
か
ら

発
出
す
る
結
果
枝
は
18
イ
ン
チ
内
に
収

ま
ら
な
い
の
で
、
樹
勢
抑
制
剤
を
使
用

す
る
。
最
終
樹
高
は
４
ｍ
を
超
え
る
と

思
わ
れ
る
。

成
園
時
に
は
８
，０
０
０
ビ
ン
（
３
，

２
０
０
ト
ン
）、
反
収
6.4
ト
ン
の
収
穫
を

計
画
し
て
お
り
、
機
械
に
よ
る
収
穫
能

力
は
１
ビ
ン
／
６
分
、
２
０
０
ビ
ン
／
日

を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
園
地
の

常
時
雇
用
は
５
〜
６
人
を
想
定
し
、
収

穫
時
に
は
50
人
ほ
ど
臨
時
雇
用
を
投
入

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
の
取

得
か
ら
苗
木
代
・
ト
レ
リ
ス
代
等
開
園

に
係
る
費
用
と
し
て
、
10
億
円
ほ
ど
を

投
資
し
た
と
い
う
。
な
お
、
Ｎ
Ｚ
に
お

け
る
苗
木
の
値
段
は
１
年
木
８
NZ
＄（
６

４
０
円
）、
２
年
木
15
NZ
＄
（
１
，２
０

０
円
）
と
日
本
に
比
べ
か
な
り
安
価
で
、

Ｔ
＆
Ｇ
社
で
は
年
間
25
万
本
の
苗
木
を

調
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

リ
ン
ゴ
選
果
場
視
察
（Fresh Max

社
）

Fresh M
ax

社
は
ホ
ー
ク
ス
ベ
イ
周
辺

に
３
か
所
の
選
果
場
、
計
11
レ
ー
ン
を

所
有
し
て
お
り
、
今
回
視
察
し
た
選
果

場
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
アCOM

PAC

社
の
選
果
シ
ス
テ
ム
を
２
レ
ー
ン
導
入

し
て
い
る
。

選
果
員
は
常
時
40
人
（
３
か
所
計
）

雇
用
し
て
お
り
、
繁
忙
期
に
は
さ
ら
に

２
５
０
人
を
雇
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

り
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
に
と
っ
て
は
か
な

り
の
高
給
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
収
穫
に
対
応
し
た
新
植
園

２
０
１
７
年
８
月
に
新
植
（
栽
植
距

様々な販売ルートに向けて出荷

洗浄水にはオゾン水を使用し、
洗浄後はエアで乾燥させる

ロボット収穫に対応した２次元平面仕立て

選果システムの概略を示した図

400㎏収穫ビンにリンゴをあけるポリネシアン労働者

詰めも自動と画期的
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た
。選
果
に
あ
た
っ
て
は
１
日
２
交
代
で
、

１
，１
０
０
ビ
ン
／
日
を
処
理
可
能
と

し
て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
な
選
果
機
な
が

ら
高
い
選
果
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
の

は
、
豊
富
な
労
働
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
あ
る
。

Ｎ
Ｚ
に
お
け
る
等
階
級
は
、
大
き
さ

が
１
カ
ー
ト
ン
（
18
㎏
）
あ
た
り
40
、

50
、
60
、
70
、
80
、
90
、
１
０
０
、１

１
０
、
１
２
０
、
１
３
５
、
１
５
０
、

１
６
５
、
１
８
０
、
１
９
８
、
２
１
６
玉

と
15
階
級
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
う
ち
主

力
は
70
玉
〜
１
９
８
玉
と
な
っ
て
お
り
、

等
級
は
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
、
格
外
の
３
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

市
場
動
向
調
査

Ｎ
Ｚ
を
代
表
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
、NEW

 W
ORLD

、

CO
UNT DO

W
N

、PAC’N SAVE

が

あ
り
、
ネ
ー
ピ
ア
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
各

店
舗
を
視
察
し
た
。
Ｎ
Ｚ
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
ス
ー
パ
ー

バ
ッ
グ
が
無
料
で
、
レ
ジ
で
店
員
が
こ

ん
包
ま
で
行
う
が
、PACK’N SAVE

は
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
が
有
料
で
、
こ
ん

包
は
自
分
で
行
う
日
本
式
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
分
人
件
費
と
商
品
の
販
売
価

格
を
抑
え
て
い
る
。
リ
ン
ゴ
は
基
本
的

に
量
り
売
り
で
、
売
り
場
に
は
計
量
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
袋
詰
め

は
1.5
㎏
詰
め
で
、
平
置
き
タ
イ
プ
と

な
っ
て
い
た
。

♦　
　

♦　
　

♦

今
回
、
視
察
を
通
し
て
危
機
感
を
感

じ
て
し
ま
っ
た
。
日
照
時
間
や
平
坦
地

の
栽
培
・
立
地
条
件
な
ど
か
ら
反
収
で

は
到
底
及
ば
な
い
。
や
は
り
、
日
本
の

完
璧
な
着
色
管
理
に
よ
る
、
富
裕
層
向

け
販
売
に
対
応
で
き
る
技
術
を
磨
い
て
、

顧
客
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
し
な
い
と
Ｎ

Ｚ
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、葉
取
ら
ず
の
販
売
方
法
で
は
、

あ
え
て
黄
色
の
地
色
を
見
せ
て
、
完
熟

し
て
い
る
こ
と
を
消
費
者
に
見
せ
る

と
い
う
方
法
も
あ
る
の
だ
と
勉
強
に

な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
生
産
を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
海
外

に
奪
わ
れ
な
い
守
り
の
姿
勢
と
新
し
い

品
種
や
技
術
の
導
入
、
新
天
地
へ
の
販

売
ル
ー
ト
確
立
と
い
う
攻
め
の
姿
勢
を

徹
底
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
Ｎ

Ｚ
の
リ
ン
ゴ
栽
培
は
も
う
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
の
だ
か
ら
。

社

選果場

オーストラリアCOMPAC社
の選果システムを２レーン導
入しており、１日1,100ビン／
400㎏の選果処理を可能とし
ている。当日はBOSTOC社の
オーガニックリンゴを選果・
梱包していた。

列を整え、
ダンボールに詰める

自動袋詰め機
（口はアームでつかみ送風で広げる）

傷ものや格外品ははじかれ、
袋詰めなどへ回る

良品は形状センサーを通り
梱包される

収穫ビンを反転し、
果実を洗浄層へ入れる

洗浄槽に浮かぶリンゴ

驚くほどの選果処理量、袋
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